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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第100期

第２四半期

連結累計期間

第101期

第２四半期

連結累計期間

第100期

会計期間
自　2017年４月１日

至　2017年９月30日

自　2018年４月１日

至　2018年９月30日

自　2017年４月１日

至　2018年３月31日

売上高（百万円） 461,629 462,227 929,467

経常利益（百万円） 4,121 3,915 8,624

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益（百万円）

2,854 2,934 5,449

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,667 2,692 6,583

純資産額（百万円） 51,310 55,322 53,725

総資産額（百万円） 274,529 288,700 283,672

１株当たり四半期（当期）純利益
（円）

322.41 331.42 615.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益（円）

－ － －

自己資本比率（％） 17.6 18.4 17.9

営業活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△3,145 △4,029 199

投資活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△117 △758 △680

財務活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

2,928 975 2,840

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
16,119 14,962 19,022

 

　

回次

第100期

第２四半期

連結会計期間

第101期

第２四半期

連結会計期間

会計期間
自　2017年７月１日
至　2017年９月30日

自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

１株当たり四半期純利益（円） 116.97 112.76
 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等

については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計

年度との比較・分析を行っております。

 
（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日～2018年９月30日）における世界経済は、好調な米国経済に加え、

中国及びアセアン諸国においても引き続き成長が見られるなど、緩やかな回復が続きました。わが国経済は、企業

収益の改善に伴い、引き続き雇用・所得環境や設備投資に好調な動きが見られるなど、回復基調で推移しました

が、各国の通商政策や国内の自然災害による影響への懸念もあり、景気の先行きは不透明な状況となっています。

このような環境の下、当社グループは海外では韓国で神戸製鋼所とNovelis Korea LTD.が合弁で設立したアルミ

板圧延品の製造会社「Ulsan Aluminum Ltd.」につきまして、同社で使用される原料の供給、及び同社で生産された

製品の販売事業が開始しました。また、中国における半導体・液晶製造装置用アルミ加工品の需要拡大への対応を

目的に、アルミ精密加工会社「神商精密器材（蘇州）有限公司」の第２工場を開設するなど、グローバルビジネス

の基盤拡充を図ってまいりました。国内では連結子会社である鉄鋼製品の卸売・加工会社「森本興産株式会社」を

株式の追加取得により完全子会社化するなど、販売体制の強化を推し進めてまいりました。このような活動を通じ

て、メーカー商社の特色を活かしたビジネスを積極的に推進してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は462,227百万円（前年同四半期比0.1％

増）、営業利益は3,567百万円（同1.6％減）、経常利益は3,915百万円（同5.0％減）となり、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は2,934百万円（同2.8％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①鉄鋼

鋼板製品は国内向け・輸出向けともに、取扱量が減少しましたが、価格は市況の影響により上昇しました。線材
製品は国内向けの取扱量が横ばいとなり、自動車向け価格の下振れの影響により価格は下落しました。輸出向けは
取扱量が横ばいとなり、価格は上昇しました。

この結果、売上高は173,328百万円（前年同四半期比3.9％増）となり、セグメント利益は2,354百万円（同19.7％

増）となりました。

 

②鉄鋼原料

輸入鉄鋼原料は価格は堅調に推移しましたが、粗鋼生産量の減少等により取扱量が減少しました。冷鉄源、合金
鉄は取扱量は横ばいでしたが、価格は上昇しました。チタン原料は取扱量が横ばいで推移しました。

この結果、売上高は143,373百万円（前年同四半期比8.0％減）となり、セグメント利益は558百万円（同0.1％

減）となりました。

　

③非鉄金属

銅製品は空調用銅管、自動車向け端子材用銅板条の取扱量が堅調に推移しましたが、半導体向け銅板条の取扱量
は減少しました。アルミ製品は自動車向けアルミ板条及び押出材の取扱量が増加しましたが、鉄道車両向けアルミ
押出材の取扱量が減少しました。非鉄原料はアルミ地金・アルミ再生塊の取扱量が増加し、銅屑・アルミ屑の取扱
量が減少しました。

この結果、売上高は123,406百万円（前年同四半期比4.7％増）となり、セグメント利益は914百万円（同21.7％

減）となりました。

　

④機械・情報

機械製品は化学プロセス機器等の取扱いが減少しましたが、大型圧縮機、ゴム・タイヤ機械、熱処理炉、建設機
械部品等の取扱いは増加しました。情報関連商品はハードディスク関連装置等の取扱いは増加しましたが、液晶電
子材料等の取扱いが減少しました。

この結果、売上高は32,020百万円（前年同四半期比0.9％増）となり、セグメント損失は2百万円（前年同四半期

は157百万円の利益）となりました。
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⑤溶材

溶接材料は造船・化工機向けの取扱量が減少し、建築鉄骨及び建設機械向けの取扱量は堅調に推移しました。輸

出関連は中国及び韓国向けを中心に増加しました。また、溶接関連機器は汎用溶接機の取扱いが増加し、鉄骨溶接

ロボットシステムの取扱いは堅調に推移しましたが、海外向け設備案件の取扱いが減少しました。生産材料は溶剤

原料の取扱量が増加しました。

この結果、売上高は21,278百万円（前年同四半期比2.2％増）となり、セグメント利益は81百万円（同43.0％増）

となりました。

 
　（２）財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は288,700百万円となり、前連結会計年度末比5,028百万円の増加と

なりました。これは主に、商品及び製品と前払金の増加によるものであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は233,377百万円となり、前連結会計年度末比3,431百万円の増加

となりました。これは主に、短期借入金と流動負債のその他に含まれる預り金の増加によるものであります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は55,322百万円となり、前連結会計年度末比1,596百万円の増加とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と保有株式の時価の変動によるその他有価証券

評価差額金の増加によるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期末に比べ、1,157百万円減少し、

14,962百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは△4,029百万円となり、前年同四半期に

比べ884百万円減少しました。これは主に、税金等調整前四半期純利益4,065百万円、仕入債務の減少額5,613百万円

と、たな卸資産の増加額5,605百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは△758百万円となり、前年同四半期に比

べ641百万円減少しました。これは主に、有形固定資産の取得による支出345百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは975百万円となり、前年同四半期に比べ

1,953百万円減少しました。これは主に、短期借入金の純増額2,038百万円によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000
 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2018年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,860,562 8,860,562
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 8,860,562 8,860,562 － －
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年９月30日 － 8,860 － 5,650 － 2,703
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（５）【大株主の状況】

2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式

(自己株式を除く。)

の総数に対する所有

株式数の割合(％)

みずほ信託銀行㈱

東京都中央区晴海１丁目８－12

晴海アイランドトリトンスクエア

オフィスタワーＺ棟

2,021 22.82

㈱神戸製鋼所 神戸市中央区脇浜海岸通２丁目２－４ 1,179 13.31

神商取引先持株会 大阪市中央区北浜２丁目６－18 731 8.26

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 東京都中央区晴海１丁目８－11 535 6.05

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 東京都港区浜松町２丁目11－３ 175 1.98

神鋼商事従業員持株会 大阪市中央区北浜２丁目６－18 169 1.91

シンフォニアテクノロジー㈱ 東京都港区芝大門１丁目１－30 150 1.69

SSBTC　CLIENT　OMNIBUS　ACCOUNT

（常任代理人　香港上海銀行）

ONE　LINCOLN　STREET,

BOSTON　MA　USA　02111

（東京都中央区日本橋３丁目11-１）

126 1.43

DFA　INTL　SMALL　CAP　VALUE　

PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク、エヌ・

エイ）

PALISADES　WEST　6300,　BEE　CAVE　ROAD

BUILDING　ONE　AUSTIN　TX　78746　US

（東京都新宿区新宿６丁目27-30）

110 1.25

㈱三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 109 1.23

計 ― 5,308 59.95
 

（注）１．みずほ信託銀行㈱所有株式数のうち、退職給付信託に係る株式数は1,986千株（㈱神戸製鋼所口　1,906千

株、神鋼鋼線工業㈱口　80千株）、信託業務に係る株式数は34千株であります。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の所有する株式数は、全て信託業務（信託口　187千株、信託口１　73

千株、信託口２　68千株、信託口４　62千株、信託口５　85千株、信託口６　36千株、信託口９　20千株）に

係るものです。

３．日本マスタートラスト信託銀行㈱所有株式数のうち、退職給付信託に係る株式数は20千株（小池酸素工業㈱

口　15千株、㈱神鋼環境ソリューション口　５千株）、信託業務に係る株式数は155千株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
－

「（１）株式の総数等②発行済

株式」に記載のとおり　普通株式 4,600

（相互保有株式）  
－ 同上

　普通株式 2,500

完全議決権株式（その他） 　普通株式 8,843,700 88,437 同上

単元未満株式 　普通株式 9,762 － 同上

発行済株式総数  8,860,562 － －

総株主の議決権 － 88,437 －
 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合
（％）　　　

（自己保有株式）      

　神鋼商事㈱ 大阪市中央区北浜２丁目６－18 4,600 － 4,600 0.05

（相互保有株式）      

　大阪精工㈱ 東大阪市中石切町５丁目７－59 2,000 － 2,000 0.02

　日本スタッド
ウェルディング
㈱

川崎市川崎区小田１丁目２－６ 500 － 500 0.01

計 － 7,100 － 7,100 0.08
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 19,023 14,963

  受取手形及び売掛金 ※３  165,824 ※３  161,466

  電子記録債権 ※３  8,102 ※３  6,798

  商品及び製品 32,323 37,105

  仕掛品 510 416

  原材料及び貯蔵品 1,032 1,570

  前払金 8,816 17,116

  その他 3,776 4,181

  貸倒引当金 △105 △97

  流動資産合計 239,304 243,521

 固定資産   

  有形固定資産 8,943 8,487

  無形固定資産 659 682

  投資その他の資産   

   投資有価証券 31,576 32,414

   その他 3,618 3,992

   貸倒引当金 △429 △397

   投資その他の資産合計 34,764 36,009

  固定資産合計 44,367 45,179

 資産合計 283,672 288,700

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※３  129,311 ※３  122,725

  電子記録債務 ※３  14,415 ※３  14,806

  短期借入金 39,921 42,438

  未払法人税等 1,393 953

  賞与引当金 1,048 1,078

  その他 19,231 27,693

  流動負債合計 205,321 209,695

 固定負債   

  長期借入金 19,390 18,365

  役員退職慰労引当金 130 85

  退職給付に係る負債 887 912

  債務保証損失引当金 77 77

  その他 4,138 4,241

  固定負債合計 24,624 23,682

 負債合計 229,946 233,377
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,650 5,650

  資本剰余金 2,645 2,645

  利益剰余金 38,370 40,729

  自己株式 △17 △17

  株主資本合計 46,648 49,007

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,338 3,874

  繰延ヘッジ損益 117 72

  為替換算調整勘定 734 29

  その他の包括利益累計額合計 4,190 3,975

 非支配株主持分 2,886 2,339

 純資産合計 53,725 55,322

負債純資産合計 283,672 288,700
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 461,629 462,227

売上原価 446,730 447,197

売上総利益 14,899 15,030

販売費及び一般管理費 ※  11,273 ※  11,462

営業利益 3,625 3,567

営業外収益   

 受取利息 45 55

 受取配当金 503 590

 為替差益 114 211

 持分法による投資利益 428 397

 雑収入 193 178

 営業外収益合計 1,286 1,435

営業外費用   

 支払利息 366 467

 売掛債権譲渡損 210 188

 デリバティブ評価損 67 285

 雑損失 145 145

 営業外費用合計 790 1,087

経常利益 4,121 3,915

特別利益   

 負ののれん発生益 90 152

 特別利益合計 90 152

特別損失   

 投資有価証券評価損 52 －

 会員権評価損 3 2

 特別損失合計 56 2

税金等調整前四半期純利益 4,155 4,065

法人税、住民税及び事業税 1,393 1,135

法人税等調整額 △151 △19

法人税等合計 1,242 1,115

四半期純利益 2,913 2,949

非支配株主に帰属する四半期純利益 59 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,854 2,934
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 2,913 2,949

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,171 537

 繰延ヘッジ損益 △7 △45

 為替換算調整勘定 △419 △641

 持分法適用会社に対する持分相当額 9 △107

 その他の包括利益合計 753 △257

四半期包括利益 3,667 2,692

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,656 2,720

 非支配株主に係る四半期包括利益 11 △28
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（３） 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 4,155 4,065

 減価償却費 577 617

 各種引当金の増減額（△は減少） 321 △47

 受取利息及び受取配当金 △549 △646

 支払利息 366 467

 持分法による投資損益（△は益） △428 △397

 負ののれん発生益 △90 △152

 投資有価証券等評価損益（△は益） 52 －

 売上債権の増減額（△は増加） △16,894 4,787

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,042 △5,605

 仕入債務の増減額（△は減少） 10,323 △5,613

 未収入金の増減額（△は増加） 60 267

 その他営業活動によるキャッシュ・フロー 1,229 △507

 小計 △1,918 △2,765

 利息及び配当金の受取額 595 662

 利息の支払額 △341 △448

 法人税等の支払額 △1,480 △1,477

 営業活動によるキャッシュ・フロー △3,145 △4,029

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △233 △345

 有形固定資産の売却による収入 2 89

 投資有価証券等の取得による支出 △6 △18

 投資有価証券等の売却による収入 0 21

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△22 －

 短期貸付けによる支出 － △0

 短期貸付金の回収による収入 172 0

 長期貸付けによる支出 △13 △193

 長期貸付金の回収による収入 15 3

 その他投資活動によるキャッシュ・フロー △32 △315

 投資活動によるキャッシュ・フロー △117 △758

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 3,177 2,038

 長期借入れによる収入 1,824 84

 長期借入金の返済による支出 △1,540 △111

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △28 △92

 配当金の支払額 △531 △575

 非支配株主への配当金の支払額 △6 △7

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △360

 その他財務活動によるキャッシュ・フロー 32 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,928 975

現金及び現金同等物に係る換算差額 △36 △246

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △370 △4,059

現金及び現金同等物の期首残高 16,490 19,022

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  16,119 ※  14,962
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
（２）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用の算定方法について、当社は原則的な方法によっております。一部の関係会社においては、当第２四半

期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用

いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

　

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に

表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）

Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 2,095百万円 Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 2,172百万円

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 271百万円 神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 196百万円

冨士発條㈱ 57百万円 Vina Washin Aluminum Co., Ltd 72百万円

Vina Washin Aluminum Co., Ltd 他１件 38百万円 冨士発條㈱ 他１件 59百万円

計 2,462百万円 計 2,499百万円
 

なお、再保証のある保証債務については、当社の負担額を記載しております。

 

２．受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権割引高

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2018年９月30日）

買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻し義務 1,504百万円 1,310百万円

輸出割引手形 643百万円 650百万円

受取手形割引高 226百万円 222百万円

電子記録債権割引高 171百万円 127百万円
 

 

※３．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

受取手形 2,102百万円 1,796百万円

電子記録債権 799百万円 738百万円

支払手形 767百万円 652百万円

電子記録債務 2,677百万円 2,383百万円
 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日

 　 至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日

 　至 2018年９月30日）

従業員給料諸手当 3,564 百万円 3,751 百万円

賞与引当金繰入額 1,160 百万円 1,078 百万円

退職給付費用 209 百万円 218 百万円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

　　至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日

　　至　2018年９月30日）

現金及び預金勘定 16,120百万円 14,963百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △0百万円 △0百万円

現金及び現金同等物 16,119百万円 14,962百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月22日
取締役会

普通株式 531 60.00 2017年３月31日 2017年６月９日 利益剰余金
 

（注）１株当たり配当額には創業70周年記念配当20.00円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年10月31日
取締役会

普通株式 398 45.00 2017年９月30日 2017年12月５日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月18日
取締役会

普通株式 575 65.00 2018年３月31日 2018年６月８日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月31日
取締役会

普通株式 487 55.00 2018年９月30日 2018年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他

（注）１
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 166,809 155,809 117,898 31,728 20,804 493,049 187 △31,607 461,629

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高 － － 4 － 9 14 － △14 －

計 166,809 155,809 117,902 31,728 20,814 493,064 187 △31,621 461,629

セグメント利益又は

損失（△）
1,967 559 1,166 157 57 3,907 △16 230 4,121

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他

（注）１
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 173,328 143,373 123,404 32,020 21,271 493,398 191 △31,362 462,227

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高 － － 1 － 7 9 － △9 －

計 173,328 143,373 123,406 32,020 21,278 493,408 191 △31,372 462,227

セグメント利益又は

損失（△）
2,354 558 914 △2 81 3,906 △10 20 3,915

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第２四半期連結累計期間

（自　2017年４月１日

　　至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

　　至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益 322円41銭 331円42銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,854 2,934

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

2,854 2,934

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,854 8,854
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

（１）配当の状況

2018年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 

（イ）配当金の総額………………………………………………487百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………………55円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………2018年12月６日

 

（注）2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。

　

（２）業績影響等

株式会社神戸製鋼所が2017年10月８日以降に公表しました神戸製鋼グループの製品に対する不適切行為により、

当社グループの業績に影響を与える可能性がありますが、当社顧客との関係におきましては、取引への大きな影響

は現在のところ出ておりません。

なお、現時点ではその影響額を合理的に見積もることは困難な状況であります。

　

（３）訴訟の提起について

当社及び当社グループ会社は、2018年３月５日付けで米国カリフォルニア州北部地区連邦地方裁判所（United

States District Court Northern District of California）において訴訟の提起を受けております。本件訴訟は、

株式会社神戸製鋼所が製造し、本件訴訟の共同被告となっている自動車メーカーの製造する一定の車種の自動車に

使用された金属製品に関するものです。

なお、本件訴訟が当社グループの今後の業績に与える影響につきましては、現時点で合理的に予測することは困

難であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2018年11月14日

神鋼商事株式会社

取締役会  御中

 

有 限 責 任 あ ず さ 監 査 法 人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　本 　健太郎 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　田 　大　輔 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　垣　 康　平 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式会

社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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